
 

 

様式第３号 

東山地域学校運営支援協議会会議録 

 

１ 会 議 名 令和７年度第３回東山地域学校運営支援協議会 

２ 開催日時 令和８年２月１８日（水）午前10時00分から午前11時30分まで 

３ 開催場所 東山小学校あおやぎルーム 

４ 出 席 者  

 ⑴  委 員 髙橋勝男委員（会長）小野寺二男委員、藤原洋委員、岩越裕史委員、 

村上友善委員、小野寺慎也委員、鈴木典子委員、鈴木欽勝委員、 

畠山信禎委員、佐々木里美委員 

              欠 席 鈴木正敏（副会長）、伊藤悟委員、和賀信継委員 

 ⑵  事務局  奥山由香 岩渕尚仁 

５ 議  題 

 ⑴ 令和７年度の学校運営について 

 ⑵ 令和８年度の学校運営について 

 ⑶ その他 

６ 公開、非公開の別 公開 

７ 傍 聴 人 ０人 

８ 議事内容 

 ⑴ 令和７年度の学校運営について 

   小中学校長からそれぞれ、令和７年度学校運営についての達成状況を説明した。 

以下質疑応答。 

  委 員 まなびフェスト評価アンケートを見ると、テレビゲームの時間を守れない子

が多いようだ。保護者向けにも情報モラル教室を開いたらよいのではない

か。保護者への意識付けはとても大切なことだ。ぜひ努力してやってほし

い。 

  委 員 まなびフェスト評価アンケートは保護者に公開しているのか。このアンケー

トを使って親子で話し合うことが大切で、ゲームの時間など家庭内での取組

を考えることができるのではないか。学校だけでは難しい問題だ。 

  事務局 アンケートの結果は、校報でお知らせしている。情報モラル教育は児童には

行っているが、今後保護者にも行っていきたい。 

  中校長 中学校ではHPに結果を公開している。保護者の回答率は６割程度で低い。情

報モラル講演会は、昨年度の入学説明会の時、新入生とその保護者対象に行

ったのだが、結果を見ると伝えられなかったようだ。平日に開催しても人が

集まらないという課題がある。学校では、少しでも長く机に向かって学習す

る習慣を付けるなど学習環境を整える取り組みをさせている。 

  委 員 学力・体力とも２学年が良いようだが、特別何かしているのか。 

  小校長 人数が少ないので、個々の能力で平均値が大きく変わってくる。２年生だけ

特別何かしたわけではない。学力・体力向上は全校で取り組んでいる。今後

も特に落ち込みの見られた項目について、運動する場面を増やして体力をつ

けるようにしていきたい。 

  中校長 体力テストは、能力が高い子が一人でもいれば平均は上がる。また、５０ｍ

はグランドの状況で測定値も変わってくるためよい状態で測定させたい。東

山小中連携して運動能力を向上させていきたい。 



 

 

  委 員 小中連携がなされているのがよく分かる。東山図書館には小さい子ほどよく

来ているが中学生が来ている姿をあまり見かけない。読書の大切さを教えて

いってほしい。 

  中校長 以前は図書館で保護者の迎えを待つ中学生が多かったが熊等の関係で市民セ

ンターに行かなくなった。中学校の図書館も本が充実しているので、たくさ

ん読ませていきたい。 

 ⑵ 令和８年度の学校運営について 

   小学校長、中学校長から令和８年度学校運営について説明した。以下質疑応答。   

  委 員 次年度の特別支援学級の新規児童があるが、これまで通常学級の子が途中か

ら知的学級や情緒学級に入ることもあるのか。 

  小校長 子どものよりよい支援の機会を考えて教育相談や就学支援会議をもち、保護

者の同意を得て発達検査を行う。その後、市の就学支援委員会での結果をう

けて判断していくことになる。次年度在籍替えをする児童が５名となった。 

  委 員 教職員の「働き方改革アクションプラン」を次年度１回目の学校支援協議会

に提案するというが、現在８時以降働いている先生はどのぐらいいるのか。 

  中校長 ８時には帰りましょうと声がけをしているため残っている先生は少ない。東

山中学校は少ない方。月曜日は部活動をなしにして、生徒も教職員も早く帰

るようにしている。しかし、次年度は生徒数減のために教職員数が２名減と

なる。１人に係る仕事の負担が大きくなるため、改善していかなければなら

ない。 

  委 員 今の時代、学校とPTA・親の関わりが少なくなってきていて、親が学校に求

めすぎている課題もあるため、学校だけでは難しくなっている。今年度、地

域で自主防災フェスをした。防災は地域の課題でもあるので、小中合同訓練

をしてみてはどうか。署員、消防団との関わりを整理し、どうすれば実現で

きるか考えてみたい。 

  中校長 地域では消防団員も不足してきている。自主防災について、子どもたちにも

教えていただければと思う。小学校も中学校も避難所になっている。子ども

たちがそこでどのような活動ができるか、いざという時のための体験学習を

させていきたい。 

  小校長 この会が母体となって、来年１年かけて整理し、組織づくりをして実現させ

てはどうか。他にも、困っている保護者を助けるために情報モラルなどの講

習会などをしてあげていきたい。 

  議 長 これらの課題に対して、どのようにこの協議会が対応できるか考えていきま

しょう。協力して進めてまいりましょう。 

 ⑶ その他  

  ・学校関係者評価について回答依頼 

  ・卒業式、入学式の案内と日程確認 

  ・「学校支援会報」今年度の学校支援ボランティア活動の振り返り 

９ 担  当 一関市立東山小学校  副校長 奥山由香    電話 ４７－２１４４ 


